
高松市スーパーシティ構想
説明資料

令和3年5月18日

高松市

CO907012
テキストボックス
R3.5.18　地方公共団体のスーパーシティ提案についての国家戦略特区WG委員等によるヒアリング　高松市提出資料



高松市の未来の姿

市民全員が未来に夢を持ち、幸せになれるまち

誰もが公平にチャンスがあり、選択できるまち

いつでも、どこでも、誰とでもつながれるまち

高松市 「スーパーシティ構想」の概要
Ⅰ 概要
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デジタル社会の
基本理念

事実に基づいた議論
Fact Based

公平な議論・公正な判断
Fairness

開かれたプロセス
Disclosure

整合性の確保
Integrity

コンセプト CONCEPT

市民主導
Civic Drive

どこからでも参加
Free Address

真に平等な社会
Equality

再構築
Rebuilding

デジタル化三層構造
3 Layers

市民目線
Perspective

開かれた採択
Openness

方法
METHOD

手順
PROCEDURE

安全
DATA SECURITY

全ての世代に
All Age

本人確認
Identity

透明性の確保
Transparency

高松市 「スーパーシティ構想」の概要
Ⅰ 概要
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偶発的な「出会い」「発見」「交流」の連鎖を起こす
ヒト・モノ・コトの移動が人と街を豊かにする

人口減少、少子・超高齢社会の深刻化による課題の顕在化と、それに伴う社会の窮屈感に対し、
時間や場所の制約から解放され、デジタルをツールに、「ひと」と「ひと」とがつながることにより、
人間らしく生活するために必要な出会いや交流を生み出すまち

フリーアドレスシティたかまつ【FACT（Free Address City Takamatsu)】を目指し、スーパーシティに取り組みます。

FACT
Free Address City Takamatsu

高松市 「スーパーシティ構想」の概要
Ⅰ 概要
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SDGs Zero Carbon
2050
都市の生産性向上・持続可能な都市へ

FACT
人間らしく生活するために

必要な出会いや交流を生み出すまち

Free Address City Takamatsu

連携基盤

住民一人一人のニーズに
合った行政支援や官民連携

サービスを提供する

適正な交通手段と
価格で市内の

移動を自由にする

学び・交流の場として
離島を活用し、
関係人口を増やす

災害に備え、弱者をまもり
支援ができる

仕組みを構築する

市民の移動を活発にし、
健康への取組を
サポートする

子どもたちの学習の場を
広げ、能力育成の
選択肢を増やす

交通・物流

健康・介護

エネルギー

防災

家計DX

学び

離島

エネルギーの先進的利
活用を通じた低炭素・
循環型社会を実現する
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高松市 「スーパーシティ構想」の概要
Ⅰ 概要



スーパーシティ構想の推進体制
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Ⅰ 概要
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ワーキンググループ統括会議（事務局：高松市デジタル戦略課）

スマートシティたかまつ推進協議会
運営委員会 委員長

高松大学学長 佃 昌道高松市スーパーシティ準備チーム（高松DAPPY）

アーキテクト 事務責任者

高松市長

大西 秀人提案代表者

高松市スマートシティ
アドバイザー

山口 功作
アーキテクト

高松市総務局参事・デジタル推進部長

小澤 孝洋事務責任者

交通・物流
WG

防災
WG

離島
WG

健康・介護
WG

エネルギー
WG

家計DX
WG

データ連携基盤
WG

学び
WG

プロジェクトワーキンググループ

事業者と市の関係者が連携しながら各先端的サービスについての議論を行う

連携

スマートシティたかまつ
推進協議会

※産学民官の多様な主体が参画する
スマートシティ推進体制
2017年10月設立
会長：高松市長
会員112者（2021年4月時点)

庁内推進体制

ICT推進会議

○○会議

○○会議

事業者
市の担当課

各WG

各取組分野
に関係する
推進会議



せとうちちょいスクール（Choice,Cool!）
子どもの革新的学びの場として
離島の環境を活用し、新しい離島の価値を発信

Choice, Cool!
選ぶって、いい！

STEAM教育
プロジェクト型学習
アダプティブラーニング
週末通学 週末留学

非認知能力

誰 どこ どんなサービス

島 その他市内 全国から

いつ

GIGAスクール端末を
持つ子ども

アートが身近な島の
安全安心な環境

「週末通学・留学」を
含めた多様なパターン

STEAM教育につながる学びを
遊び・生活と融合させる
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離島



誰 どこ どんなサービスいつ

GIGAスクール端末を
持つ子ども

学校に居ても
まちに居ても

放課後の時間を
子どものゴールデンタイムを

好きな学びや体験を選べる
ワクワクした毎日を提供
自ら描く未来がカタチに

放課後FACT-ory
放課後×デジタルキャリアパスポートで、子どもの
「やりたい！」をサポート
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学び



逃げ遅れゼロ

誰 どこ どんなサービスいつ

一人では逃げられない人
逃げ遅れが発生する人
もちろんそれ以外の

みんな

自宅⇒避難所まで
もしくは

外出先⇒避難所まで

災害発生前
（災害予測時）

避難支援、事前情報登録
支援者の派遣

逃げ損のない保険と補償
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いざというときを予測し、支援者とともに早めに避難
いつでも、どこにいても、その人に合わせた情報提供で迅速な避難の実現

防災



エネルギーの先進的利活用を通じ、強くしなやかな低炭素・循環型社会を
地域全体で推進する

スマートエネルギーマネジメント

従来電力ネットワーク
（再エネ導入の頭打ち、エネルギーリソースの独立運用、

災害時停電リスク）

スマートエネルギーマネジメント

電力
ネットワーク

持続可能な社会に
向けたCO2削減

災害に対する
レジリエンス強化

エネルギー利用
の最適化

エネルギー
ミックス

H2
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エネル

ギー



らくらく買い物支援
買い物袋を乗ってきた車まで持って行くのはとても大変
荷物と自分の車の止まっている場所で待ち合わせ

安心な移動
移動範囲を広げてくれる

荷物を持たない
道案内・店案内

誰 どこ どんなサービスいつ

住民 商店街内の移動

（買い物先⇒ ）

沢山の買い物をした後
乗ってきた車

おうち
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物流



わたしのデジタル財布
ＤＸで行政支援を一人一人に合ったカタチでお届け、
地域の事業者との新しい官民連携サービスも

誰 どこ どんなサービスいつ

住民
買い物客

おうち
お買い物先

行政支援の対象と
なった時

買い物支払い時

ＤＸで行政支援や
官民連携サービスが
レコメンドされる
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家計

DX



とくとくマイヘルスケア
健康になることで「街」からインセンティブがもらえて、
健康になることが楽しい

誰 どこ どんなサービスいつ

家の中
外出中

健康診断を受けたとき
お家で少し太ったなと
感じたとき

常に自分の身体の状態をシステム
で管理し、去年より今年の
健康状態を維持改善することで
インセンティブを享受できる

生活習慣病を始め
健康が気になる方
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健康



「病院に行きたいけれど、電車の駅まで遠くて行きづらい」
「イベント会場まで1人でタクシーだと高い。仲間がいないかな」
「電話でタクシー予約、会話するのが面倒」
タクシーがアプリひとつで簡単予約。条件次第でお得に利用できる。

バタクス

誰 どこ どんなサービスいつ

自分で移動できる
全てのひとに

家にいても
お出かけ先でも
どこにいても

やりたい、行きたいと
思ったその時

使いやすいアプリでタクシーを簡単
予約
電車やバスのあるエリアと無いエリ
ア、利用時間帯や公共交通への乗り

継ぎの有無、相乗りをす
るかしないかなど、条件
によって値段が変わる

－Vehicle of Advanced Tariff And Connection System－
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交通



寄り道もびりてぃ
デイサービスとお家の行き来の間に寄り道を提案
マッチングして新たな出会い・交流を促す

誰 どこ どんなサービスいつ

デイサービスに通う
高齢者

お家から介護施設 お家と介護施設の間を
移動するとき

介護施設と居住地以外に、
買物などに立寄できる
高齢者の移動の幅を広げ、
生きがい、自立生活の一助とする
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介護



「いつもはバイクだけど、雨だからバスで行こうかな」
「風が気持ちいいから、レンタサイクルを使おうかな」
あらゆるモードの移動手段を、気分や状況に合わせて提案してくれる
まるで手の中にコンシェルジュがいるみたい

コンシェルジュforモビリティ

誰 どこ どんなサービスいつ

やりたい、行きたいと
思ったその時

使いやすい検索アプリで、あなた
の移動に関わる悩みを解決。

電車⇔バス⇔レンタサイクル

どの乗り物もひとつのツールで乗
れて、乗り継ぐたびに割引など、
お得なサービスが受けられる。

自分で移動できる
全てのひとに

家にいても
お出かけ先でも
どこにいても
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誰

交通



データ連携基盤整備事業の概要
Ⅱ⑥「データ連携基盤」に関する事項
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① 高松市はデータ連携基盤を所有しない。
② データ連携基盤サービス事業者が、各先端的サービス事業者（高松市も含む）向けに、

従量課金モデルでサービス提供を行うことを前提とする。
③ ベンダー同士で双方調整のもとで、相互接続を行う。（標準化を強制しない）
④ データ利活用の安全性の観点から、高松市スーパーシティの仮想プラットフォーム内に

閉じた接続を前提とし、対外的な接続（バックドア）は認めない。

以上の原則に加え、国が先行して行っている「スーパーシティのデータ連携基盤に関する調査業
務」及び「スーパーシティ／スマートシティの相互運用性確保等に関する検討会」の検討内容を踏
まえ、先端的サービスに必要な機能を実装したデータ連携基盤を運用することとする。

• ベンダー及び参画する先端的サービス事業者は、ユーザーに対してパーソナルデータの適切な
取扱いと運用を担保する目的で設置される官民連携組織（当面は市が担うことを想定）のガバナ
ンス・管理に従う。

• 高松市スーパーシティのガバナンスを確保するとともに、個人IDやUI/UXを統一する観点から、
官民連携組織（当面は市）において、「ガバナンス基盤」を整備する。

• 「ガバナンス基盤」に求められる機能は、「オプトイン（同意）管理」、「統合個人ID」、
「統合個人認証」、「ポータル」などが想定される。

データ連携基盤の基本原則

ガバナンスに係る考え方



データ連携基盤のシステム構成図
Ⅱ⑥「データ連携基盤」に関する事項
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■ リーダー 総務局参事
■ 副リーダー ＩＣＴ推進室長（現：デジタル戦略課長）
■ メンバー 庁内公募により選定された14名の意欲ある若手・中堅職員
■ アドバイザー 山口 功作氏 （高松市スマートシティアドバイザー）
■ 事務局 ＩＣＴ推進室（現：デジタル戦略課）

メンバー

前例や現行制度、組織・縦割りにとらわれず、多様な意見を反映できるような、意欲的な
課長補佐級以下の職員を庁内公募により選定

庁内公募

高松市スーパーシティ準備チームの設置（令和２年１１月６日）

参考資料：スーパーシティ準備チーム設置

チーム愛称：高松DAPPY
DAPPY＝脱皮

Ⅲ 参考（記載は任意）

高松市における社会全体のデジタル化の実現を目的とし、「スマートシティたかまつ」の取組を更に発展さ
せ、「スーパーシティ」構想への提案を目指し、迅速に庁内横断的な検討を行うため、高松市スーパーシ
ティ準備チームを設置。
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バタクス －Vehicle of Advanced Tariff
And Connection System－

補足資料

交通



「コンパクト・プラス・ネットワーク」の考えの下、鉄道を基軸としたバス路線の再編により、

持続可能な公共交通ネットワークを再構築し、集約されたまちを公共交通で繋ぐ。

既存ストックとＩＣカードを活用し、ハード・ソフト両面からの施策により
持続性の高い公共交通に変えつつ、一定のサービス水準を維持しながら、

需要に合わせた供給の最適化を行う

交通結節拠点

 既存ストックを活用
 鉄道を基軸としたバス路線の再編を行え、

まちづくりに寄与するものとなるよう検討・
整備する。

バス路線再編

 既存路線のスクラップと新規路線のビル
ドを、パッケージにより一体的に行う。

サービス水準

 再編により発生する、鉄道とバスとの乗継
ぎを促進するため運賃や時間的抵抗を軽
減し、再編後においても、サービス水準を
維持する。

高松市の進めるまちづくり

各視点において、持続可能なモデルとして
の実行性を高めるため、行政と事業者が
連携して計画・施策展開する。
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国、県、市が支える
 地域間幹線系統

 準幹線系統

高松モデルを進める上での課題

幹
線
軸

支
線
軸

空
白
地

市が支える
 ネットワークバス

地域、市が支える
 コミュニティバス等導入検討支援

 〃 試験運行補助

 その他 福祉による取組

 カバーエリアが広く、需要にばらつきがある

 再編により、守備範囲が広がる

課題

供給の最適化に向けてのモードとして、

バスだけではサービスとして脆弱

持続性の高いネットワーク構築のためには
新モードの導入が急務

モードの体系
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デマンド型交通の運送法上の課題

モード 乗合タクシー タクシー

道路運送
法上の種
類

一般乗合旅客自動車運送事業
（第３条第１号イ）
 自動車を使用して乗合いの旅客を運送

一般乗用旅客自動車運送事業
（第３条第１項ハ）
 １個の契約により１１人未満の自動車を貸し

切って旅客を運送

事業者と
利用者の
契約関係

乗り合わせ＝１ 対複数 で個別契約
 料金があらかじめ設定されている

１ 対複数 でグループ契約
〇複数で乗り、最後の人が清算
×複数で乗り、個別で精算

運賃設定

 合意すれば届出 （第９条第４項）

事業者が運賃を定め、認可を受ける
（法第９条の３第１，３項）

課題 乗り合わせ可能だが・・・

関係者との調整が必要

乗り合わせることが不可能

契約

契約

契約 利用者３人

契約

１個の契約

＝

 地域公共交通会議において運賃等の協議

運行経費 運行事業者は運行形態に見合った
雇用の確保が必要
⇒ 支出が高くなる傾向

運賃 受益者負担が安価
⇒ 収入は安くなる傾向
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 利用者１人当たりの運行経費は平均でみると高い水準

 運行範囲拡大による行政負担の増加

 予約時だけの運行とはいえ、運転手は1日中押さえており、人件費も1日分かかる

 予約を捌くオペレーション費用が発生

考察及び仮説

コストが高く、バス事業をやるのと変わらない

場合によってはタクシーチケットを配布したほうが安いケースが多い

デマンド型交通（乗合）の問題点

全国的に導入している事例においても、

需要に合わせたモードになっておらず、持続性に疑問

 サービスはデマンド型だが、経費は非デマンド型

タクシー事業としてフレキシブルなサービスが必要

 公共交通であることを理由にした、運賃の低廉化により、

競合するバスやタクシー等の利用が減少

 サービスに見合わない価格 ＆ 役割分担の不明瞭さ

仮説
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タクシーにおけるダイナミックプライシングと

相乗りを併用したサービスの提案

仮説からのモードの提案イメージ

モード 変動運賃＋相乗り

道路運
送法

－ （今はない）
 同じ方向へ移動したい人同士が

マッチングされ、同じ車両に乗車す
ることで、距離に応じて運賃を按分

事業者
と利用
者の契
約関係

１回の運送で１人１人と契約
 料金は距離等によって設定

運賃設定 － （今はない）

契約

契約

契約

市域全体の移動デザインをする中で、
モードの役割分担について
利害関係者の合意が終わっている

タクシー事業
派生からの 乗合タクシー タクシー

一般乗合旅客自動車運送事業
（第３条第１号イ）
 自動車を使用して乗合いの旅客を

運送

一般乗用旅客自動車運送事業
（第３条第１項ハ）
 １個の契約により１１人未満の自

動車を貸し切って旅客を運送

乗り合わせ＝１人１人と契約
 料金があらかじめ設定されている

１回の運送につき１つの契約
〇 複数で乗り、最後の人が清算
× 複数で乗り、個別で精算

 地域公共交通会議において協議

 合意すれば届出 （第９条第４項）

事業者が運賃を定め、認可を受ける
（法第９条の３第１，３項）

契約

契約

契約 利用者３人

契約

高松市の
優位性

モード間でサービスが

バッティングしない

現行法規上

不可
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ＳＣ選定事業者の提案内容

電脳交通 未来シェア 高松タクシー協会

位置付け ベンダー ベンダー プレイヤー

会社概要 タクシー会社経営から見えた業界全体の
課題解決のためタクシーのDXを推進する
ベンチャー企業。

タクシー配車システム開発・提供、タク
シー会社の配車業務受託運営サービス
など事業者向けビジネスを展開。

公共交通が抱える課題を解決するため立
ち上がった、AI研究の第一人者による、

公立はこだて未来大学発のスタートアッ
プ。
AIを活用したリアルタイムオンデマンド型
運行システム等を提供。

事業者数 35社
車両数 829両
営業区域

高松市（島しょ
部を除く）

提案 タクシー配車指令拠点を構築し、配車オペ
レーションをとりまとめる
 タクシー事業者の業務効率化

 オンデマンド型交通や新サービスの
施行

都市レベルの全体最適交通・移動とサー
ビスの連携
 あらゆる車両の走行の効率化

 移動を伴う新たなサービスの創出と
質の向上

移動問題解決の
受け皿となる
⇒相乗りの運行

ソリュー
ション

－

主な規
制・制度
改革

 タクシーによる相乗り規制の解禁
 タクシーの需給や指定区間、乗合区間に応じた柔軟なプライシング など

【規制・制度改革ではないが、取組実施にあたり協力が必要なもの】
 タクシー事業者間における顧客融通への協力
 タクシー事業者の自社配車ルールを一部共通化することへの理解

 クラウド型配車システム  配車オペレーション  SAVS（Smart Access Vehicle Service）システム

出典)未来シェア提案書出典) 電脳交通HP https://cybertransporters.com/

AIによるリアルタイムな
便乗配車計算を行う
サービス
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ロードマップ【STEP１－導入－】

バタクスＰＦ
STEP１－導入－

バス→タクシーへ

エリア限定
事業者限定

バタクス配車

手法の確立

市域

市の投資額 バタクスPFへのタクシー登録台数

時間軸

多い

少ない

バタクス社会実装

 利用者のサービスに対す

る支援から、タクシー業界

のビジネスモデルへ

特区
指定

バタクス実証

 ソリューションの開発

実証実験

 デマンド交通による仮説実証

のためのエビデンス収集

 ビジネスモデルをサポートす

る仕組みの構築

プラットフォームへの登録台数が少なく、

専任でデマンド運行を行ってもらうため、

借り上げ料がかかる

指定エリア
（路線バスが担っていたエリア）
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【STEP１－導入－】

運行ルート

仏生山温泉

多肥団地前

西三谷
三谷出張所

三谷町中原

仏生山駅西口

市立みんなの病院

山田支所

予約制

モード タクシー

運行形態 デマンド型交通【路線不定期運行】 【区域運行】
固定ルート・バス停を想定、予約時に稼働

運行主体 ことでんタクシー 等

配車オペレーション
システム

電脳交通

運行日数 120日 ※2021.10.1～2022.3.31（土・日・祝日及び12/29～1/3は運休）

車両台数 2台

運転手拘束時間 11時間 ※現行の仏生山川島線の拘束時間とほぼ同等
・山田支所→みんなの病院 7:25→18：23
・みんなの病院→山田支所 7:52→18：54 

実証実験概要 既存の仏生山川島線において、路線不定期型のデマンド運行

既存バス路線からのシフト
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【STEP１－導入－】

特区認定における、

 相乗り（道路運送法第３条）

 ダイナミックプライシング（同法第９条の３）

のエビデンスの収集

運送法上の問題点

事業者、国との調整

実証実験の中で洗い出す課題

規制改革

 相乗りの効果検証

 段階的・弾力的な運賃の設定

低コストなソリューション

配車アプリ

ビジネスモデルをサポートする仕組みの構築

 運賃設定

 行政としてサポートする制度

 タクシー業界との運営体制の構築

地域モデルの構築

地域での制度設計
行政としての支え方

ベンダーとのチャレンジ

時間帯、エリア別、乗り継ぎ発生、

相乗り発生 による変動運賃
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ロードマップ【STEP２－サービスの確立－】

バタクスＰＦ
市域STEP２－サービスの確立－

エリア型デマンド運行

複数タクシー会社の参入
ソリューションの開発

バタクスＰＦ

市の投資額 バタクスPFへのタクシー登録台数

時間軸

多い

少ない

バタクス社会実装

 利用者のサービスに対す

る支援から、タクシー業界

のビジネスモデルへ

実証実験

 デマンド交通による仮説実証

のためのエビデンス収集

 ビジネスモデルをサポートす

る仕組みの構築

バタクス実証

 ソリューションの開発

指定エリア
PF登録車両台数に併せて

指定エリアの拡大

共同会社による運営に

対して支援

特区
指定

30



ロードマップ【STEP３－マネタイズ－】

バタクスＰＦ
市域STEP３－マネタイズ－

ツールの一元化

タクシー事業派生でも
市域の大半を支えられる
車両台数の登録

市の投資額 バタクスPFへのタクシー登録台数

時間軸

多い

少ない

バタクス実証

 ソリューションの開発

実証実験

 デマンド交通による仮説実証

のためのエビデンス収集

 ビジネスモデルをサポートす

る仕組みの構築

利用者へのサービスに

対して支援

乗合事業との差別化

バタクス社会実装

 利用者のサービスに対す

る支援から、タクシー業界

のビジネスモデルへ

特区
指定
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目指すアウトプット

タクシーにおける変動運賃と相乗りを併用した新モードの創出
（規制改革＋ソリューションの提案）

タクシー協会
 新たなビジネス

モデルの創出

プレイヤー

高松市
 持続可能な

モードの創出

サポーター

配車アプリ等

供給者
 新たな商品の創出

ベンダー

Win-Win-Win

目指すべき未来

 現行タクシー事業の延長で、
ビジネスモデルを創出

 サービスに見合った価格設定

行政が全て支えるモデルから、官民連携による持続可能なモデルへ

受益者負担の適正化

需要に見合った運行経費

高松市
 持続可能な

移動の供給

市民

受益者負担

サービス

サービスの質に応じた

適切な価格変動
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期待されるアウトカム

コミュニティバス路線図

凡 例

：地域間幹線系統
準幹線系統 等

：コミュニティバス

配車アプリ

新モードでの運行が可能なツールの完成
 オペレーションのシェアが可能なツール

 弾力的な運賃設定ツール

コミバス導入地域において、

乗合いと相乗りの選択が可能に

乗合い 地域による利用者の確保

相乗り 利用者による、サービスに対する
適正な運賃の負担

コミバスの供給の最適化
～現行コミバスのスクラップ＆ビルド～

持続性向上
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配車アプリ

期待されるアウトカム（配車アプリからの発展）

タクシー
バタクス

貨物 介護送迎
事業所
車両

合同会社 事業者

サービス提供者

防災

観光

福祉

TAXI

既存ストックを一元管理し、デジタルツインな配車へ

データ収集 個人情報 移動履歴 決済履歴

事業者プラットフォーム

参
照

事業者

買い物

教育
デ
ー
タ
連
携
基
盤

Vehicle of Advanced 
Tariff And Connection 
System
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ことでん ことでんバス タクシー 自転車 自動車 船（離島航路） ＪＲ

交通系ICカード決済 〇 〇 × △ × × △

ｻｰﾋﾞｽのｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ化 △ 〇 × △ × × ×

ICカード決済化が完了

段階的に行う究極のシームレス化（MaaSの体系図）

現在の状況

ことでん ことでん
バス

タクシー 自転車 ＪＲ自動車

防災

観光

福祉

買い物

教育
デ
ー
タ
連
携
基
盤

サービス管理
システム

サービス管理
システム

サービス管理
システム

（配車アプリ）

サービス管理
システム

サービス管理
システム

サービス管理
システム

 路線図
 時刻表等

 路線図
 時刻表等

位置情報 ポート
情報

 路線図
 時刻表等

駐車場
情報

共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

参
照

決済を一元管理し、
デジタルツインな
移動を実現

船
（離島航路）

サービス管理
システム

オープンデータ

決済ツール

 航路図
 時刻表等

データ収集 個人情報 移動履歴 決済履歴
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